Revised Edition ENGLISH NOW II
学習指導計画案
１．到達目標

	　英語を聞いたり，読んだりすることにより，生徒にとって身近な話題や世界の社会状況などについて情報を得たり，相手の考え方を理解したりする能力を高める。さらに基本的な英語表現を使って話したり，書いたりする能力を高め，知った情報や自分の考えなどをまとめて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。


２．学習計画および評価方法

(1) 学習計画等
＊は高校指定事項を表す。
	学期
	月
	
学 習 内 容 と ね ら い
(配当時数)
	備　考

(学習活動の特記事項)
	考査範囲

	第

１

学

期
	４
	Let’s Start
(1)
いろいろなスポーツの英語名と基礎的知識を確認する。

　A．いろいろな球技の最高球速を推測する。

　B．球技の１チームの人数を英語で言ってみる。

　C．体育祭やオリンピックなどでなじみ深い競技の英語名を当てる。
	スポーツに関する英語表現や知識に触れる活動を通して，英語学習への興味を喚起する。
	第

１

学

期

中

間

考

査

	
	４
	Lesson 1　Cellphones
(6)
<題材> 携帯電話はめざましく普及したが，その便利さの一方で，マナーの問題も指摘されている。生徒にとっても身近である携帯電話の功罪を３人の高校生が論じる。
<機能・表現> 自分の感想や意見を述べる表現，相手をほめる表現
<言語材料> ①助動詞(復習)　②節の働き
	携帯電話の長所や短所について自分の意見を述べる。さらにその反対の立場で意見が述べられれば，ディベートの練習にも発展できる。
	

	
	５
	Lesson 2　Chocolate
(6)
<題材> チョコレートと言えば，生徒はバレンタインデーを思い浮かべるかもしれない。しかし，チョコレートは昔から登山家が必ずといっていいほど携帯し，そのおかげで命を救われた者も少なくない。チョコレートの秘密を少しのぞいてみる。
<機能・表現> 事物を説明する表現

<言語材料> ①現在完了(復習)　②*受け身の不定詞
	チョコレートについて，事典やインターネットなどの情報源を駆使して調べる。また，チョコレートを利用した料理の作り方や食べ方について発表する。
	

	
	５
	Let’s Communicate! ①　健太のカヌー旅行
(2)
留守番電話を聞き取ったり，カヌー旅行についてのホームページを読んで理解したりする。さらに，電話でツアーの申し込みの対話練習を行う。
	インターネットでカナダのカヌー旅行のホームページを見る。
	

	第

１

学

期
	６
	Lesson 3　Sharing the Power of a Wish
(6)
<題材> 白血病を患ったクリス少年の夢は警察官になることだった。病が悪化した時，彼を励ましに来てくれた警察官のおかげで，彼はアリゾナハイウェイ特別パトロール警察官になることができた。ほんの短期間ではあったが，彼の夢は実現した。その後メイク・ア・ウィッシュ基金が設立され，世界中の子どもたちの夢がかなえられるようになった。

<機能・表現> 目的を述べる表現，希望を述べる表現

<言語材料> ①*結果を表す不定詞

　②*主語＋動詞(makeなど)＋目的語＋補語(動詞の原形)
	病気に苦しむ少年の心情やまわりの人々の思いやりの気持ちを英語で読み取り，自分の感想を英語で表現する能力を育成する。また，世界に目を向けることにより，英語を通じて社会的視野を広める。
	第

１

学

期

期

末

考

査

	
	６
	Lesson 4　Orangutans and Their Culture
(6)
<題材> オランウータンが独自の文化を持つことを示すいくつかの事例が発見されている。人間の文化発生・伝播のメカニズムを理解するために，これらの事例は手がかりを与えてくれるかもしれない。
<機能・表現> 例を挙げる表現
<言語材料> ①*主語＋動詞＋目的語(whether節またはif節)
　②*It seems＋that節
	動物に関する科学的な英文を読み，客観的に述べる能力を高める。また，自然科学に関する英語表現を学ぶ。
	

	
	６
	Let’s Communicate! ②　料理
(2)
すき焼きの材料について確認し，作り方や食べ方などを英語で説明する。また，客にお茶を出す場面での対話練習を行う。
	発信型の英語として，日本の文化を紹介する必要性がますます高まっている。まずは日本の文化をきちんと知ることである。
	

	
	７
	Lesson 5　Mottainai
(7)
<題材> ケニアのワンガリ・マータイさんは2004年にノーベル平和賞を受賞した。翌年，京都を訪れ，日本語の「もったいない」という言葉を知った。母国で植林活動をする一方，「もったいない」の精神を世界に広め，リサイクル運動を推進している。
<機能・表現> 主張する表現，助言する表現

<言語材料> ①*関係代名詞what　②It is [was] … (for＋人) to ～
	「もったいない」の精神がなぜ今必要とされているのか，発表したり，課題として提出したりして，より発展的な学習をしたい。
	

	
	７
	数字 ①
(1)
大きな数，年号の読み方を学び，練習する。
	例えば，two thousandをtwo thousandsと余計な “s” をつけてしまう生徒が多いので，注意したい。また，1から100までを復習すると，年号は読みやすくなる。
	

	第

１

学

期
	【課題・提出物等】
　次のテーマについての「スピーチ原稿」，または「英作文」を提出させる｡

　①私の好きな食べ物，好きな動物

　②私が「もったいない」と思うこと（そうならないよう心がけていること）

	
	【第１学期の評価方法】

　定期考査のほかに，課題(提出状況と内容)，授業への意欲，授業中の発言や発表の状況などを加味して評価する。積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲や，標準的な発音で英語を話そうとする努力も評価の観点となる｡

	第

２

学

期
	９
	Lesson 6　GM Foods
(7)
<題材> 遺伝子組み換え食品について，消費者と専門家の間で行われる一問一答。
<機能・表現> 可能性を述べる表現，対話の表現

<言語材料> ①*助動詞＋be＋過去分詞　②部分否定
	食料自給率の低い日本にとって，輸入食品の安全性は極めて重要である。遺伝子組み換え食品の是非について議論する。
	第

２

学

期

中

間

考

査

	
	９
	つづり字と発音 ①
(1)
母音字が２つ続く場合に一定の発音の規則がある。一部の例外はあるものの，つづり字を見て，発音を予測できることは，音読の際に便利で，自信を深めることができる。
	つづり字を見て，ある程度，発音の見当がつくレベルの基礎を養う。
	

	
	９
	Let’s Communicate! ③　のみの市
(2)
のみの市についてのポスターを読み取ったり，Eメールで友人をのみの市に誘う英文を書いたりする。さらに，のみの市で品物を値切って買うときの対話練習を行う。
	ポスターから必要な情報を読み取る必要がある。Eメールは要するに英作文である。買い物にはある程度，決まった表現が使われる。
	

	
	10
	READING ①　Animal Photographs
(6)
<題材>　自然界の中で見せる動物の表情には，私たちになじみ深いものもあれば，意外なものもある。動物写真家の岩合光昭氏は，ときには危険を冒しながらも，私たちに動物の真の姿を見せてくれる。

<機能・表現> 感想を述べる表現，理由を述べる表現
	岩合光昭氏について，写真を参考にしながら英語を読む能力を身につける。
	

	
	10
	Let’s Sing: I Just Called to Say I Love You
(1)
スティービー・ワンダーの代表的名曲で邦題は『心の愛』。アメリカの年中行事がたくさん出てくる歌詞を通し，「愛しているよ」と言いたくて電話したんだ，という気持ちを切々と歌っている。1984年の歌で，元来は『ウーマン・イン・レッド』という映画の挿入歌で，アカデミー主題歌賞と全米ナンバーワンに輝いた名曲。
	この歌には不定詞の表現も多く，復習になるが，何よりも，人を愛する心を明るく歌った歌詞を味わわせたい。
	

	第

２

学

期
	10

～

11
	Lesson 7　Horie Ken’ichi
(7)
<題材> 堀江謙一氏は1962年にヨットによる単独太平洋横断航海に成功し，その後，西回り単独無寄港世界一周などに成功し，2004年には東回り単独無寄港世界一周にも成功する。帰途，日本に近づくにつれてペットボトルなどの浮遊物が気になる。真の冒険者は次の航海に備えて，ヨットを新造することを夢見ている。
<機能・表現> 報告する表現，意見を求める表現

<言語材料> ①*分詞構文　②*主語＋seemなど＋to ～
	世界の国々の位置を確認する絶好の機会である。世界地図やプロジェクターを利用してみたい。
	第

２

学

期

期

末

考

査

	
	11
	Lesson 8　Measurement
(6)
<題材> 測定の基準に人間の体の部位の長さが用いられていることや，世界共通の尺度としてメートル法が制定された経緯について学ぶ。

<機能・表現> 長さや高さを表す表現，程度をたずねる表現

<言語材料> ①主語＋動詞＋目的語＋補語の文の受け身

　②否定を表すfewなど
	人間の体の部位を表す英語表現を覚える機会にもなる。部位を使ったイディオムもかなりあるので，役立つ。今後，国際化が加速するにつれ，“feet” “mile” “gallon” などの英語はどうなっていくと思うか，議論するのも興味深い。
	

	
	11
	数字 ②
(1)
小数，分数，数式の読み方を学び，練習する。

	分数では序数の知識が不可欠となる。この際，firstからhundredthまで復習するとよい。
	

	
	12
	Let’s Communicate! ④　紙芝居
(2)

浦島太郎の紙芝居を英語で行う。台詞を完成させ，実際に紙芝居をしてみる。
	日本の昔話を英語で書いたり，話したりできるようになるには，まず，元のストーリーをきちんと理解している必要がある。童心に返り，日本語で子どもに説明するような英語で表現する。
	

	
	12
	Lesson 9　Lena Maria
(6)
<題材> 障害を乗り越え，ゴスペル歌手として生きるレーナ・マリアさんへのインタビュー。結婚生活や将来の夢について語ってくれる。
<機能・表現> あいさつの表現，賛成する表現，推測する表現
<言語材料> ①*現在完了進行形　②*未来進行形
	インタビュー形式の英語に慣れ，適切な質問の仕方と，的を射た答え方の英語表現を身につける。
	

	
	【課題・提出物等】

　次のテーマについての「スピーチ原稿」，または「英作文」を提出させる｡

　①日本の食糧事情についての意見

　②修学旅行・遠足についての報告と感想
　③身近な品物や建物などについての大きさの記述

　④ Lena Maria についての感想や意見

	
	【第２学期の評価方法】

　定期考査のほかに，課題(提出状況と内容)，授業への意欲，授業中の発言や発表の状況などを加味して評価する。Show and Tellやスピーチ・作文などで積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲や，標準的な発音で英語を話そうとする努力も評価の観点となる｡

	第

３

学

期
	１
	Lesson 10　Why Did Dinosaurs Die Out?
(6)
<題材> ユカタン半島の地下にあるクレーターを根拠に取り上げながら，6,500万年前に恐竜が絶滅した原因として有力視されている巨大いん石衝突説に迫る。
<機能・表現> 物の幅や深さを表す表現，古さを表す表現
<言語材料> ①*完了の受け身　②*主語＋be動詞＋that節
	恐竜が絶滅した原因には諸説あるが，そのうちのひとつである巨大いん石衝突説について読み，巨大いん石が地球に衝突することが何を引き起こして，恐竜を絶滅させたのかを読み取る。
	学

年

末

考

査

	
	２
	Let’s Communicate! ⑤　健太，カナダでの思い出
(2)
カナダ留学を終えての思い出を語るスピーチを聞く。また，モデル文をもとに，学校生活を振り返って楽しかった思い出についてまとめ，スピーチをする。
	お別れのスピーチの仕方を学ぶ。うまく話そうとするよりは素直に楽しかったことを述べるようにしたい。
	

	
	２
	Lesson 11　Free the Children
(6)
<題材> 新聞記事を読んだことをきっかけに，児童労働の問題に関心を持った12歳の少年が，国際的な組織を設立して，児童労働の問題を解決すべく活動する。

<機能・表現> 自分の夢について語る表現，確認する表現
<言語材料> ①*過去完了進行形　②*関係代名詞(非制限用法)
	児童労働の現状をインターネットなどで調べ，フリー・ザ・チルドレンの活動についてもできるだけ調べてみる。
	

	
	３
	READING ②　Mr. Holland’s Opus
(7)
<題材> 音楽教師のグレン・ホランドはやる気のない高校生にオーケストラの練習を行う。最初はひどい演奏であるが，次第に生徒たちも音楽に興味を持ち始める。その頃，ホランド家には息子が誕生するが，聴覚に異常があるとわかる。グレンは耳の不自由な人たちのために手話つきのコンサートを開く。グレンが退職する時，かつて彼から音楽を学び，今は州知事になった教え子が別れのあいさつで「先生の作品は私たちです」と述べる。
	ビデオやDVDで生徒たちに映画を見せ，ストーリー全体を理解させたい。そして，教科書に取り上げた場面の英語を確認した上で，これを演じる活動へとつなげたい。
	

	
	３
	つづり字と発音 ②
(1)
英語には，つづりはあっても発音されない文字(黙字)がある。一部の例外はあるものの，いくつかのルールを学ぶことにより，つづり字を見て発音を予測できることは，自信をもって発音できることにつながる。
	つづり字を見て，ある程度，発音の見当がつくレベルの基礎を養う。
	学年末考査

	
	【課題・提出物等】

　① Lesson 10を読んで，“I agree.” か “I don’t agree.” かの立場で，英語で感想を書く。

　②「児童売買」の現状について自分の意見を英語でまとめる｡

　③ READING ②で読んだ映画のシナリオについて，英語で感想を書く。

	
	【第３学期の評価方法】

　定期考査のほかに，課題(提出状況と内容)，授業への意欲，授業中の発言や発表の状況などを加味して評価する。積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲や，標準的な発音で英語を話そうとする努力も評価の観点となる。科学的題材や社会問題について関心を持ち，英語で理解しようとする意欲，Readingの課では自分の感想を表現しようとする姿勢も評価する。

	【年間の学習状況の評価方法】

　定期考査に加え，小テストや課題の提出なども評価対象としたい。さらに，授業中における英語学習に対する関心・意欲・態度や英語でのコミュニケーションへの姿勢，標準的な発音で英語を話そうとする努力などを，年間を通して総合的に評価する｡また，社会的・科学的な英語について興味を持ち，深く理解し，意見を発表しようとする意欲も継続的に評価する。

	確かな学力を身につけさせるための指導の観点
	・標準的な発音の英語を十分に聞かせて練習させることで，音声への認識を高めさせる｡

・基本的な文法事項を確実に習得させるために，課末のKey Points，DRILL，Practiceを活用して，必要に応じて，反復練習させる｡

・平易な単語を使い，英語で話し，書くことを実践させる｡

・さまざまな内容の英文を読み，聞き，英語を正しく理解させる。

・英語で発表する機会を多く与え，英語でコミュニケーションを図ろうとする意欲を育ませる｡

	授業を受けるに当たって生徒に守らせたい事項
	・英語の学習習慣を身につける。

・宿題をやり，課題を提出する。

・たとえ間違えても，恥ずかしがらずに英語で話す努力をする。

・まとまった英文を読んだり，聞いたりする集中力を養う。

・文法事項や単語力をつけるために継続的に学習する｡

・自分の意見を積極的に述べるなど，コミュニケーションを図る努力をする。


(2) 評価の観点，内容および評価方法

	評価の観点および内容
	評価方法

	関心･意欲･態度
	　英語に興味・関心を持ち，積極的に授業に参加してコミュニケーションを図ろうと努力しているか｡
	・学習活動への参加状況と意欲

・課題等の提出状況とその内容

	表 現 の 能 力
	　自分の意見や事実を英語で表現・説明できているか。標準的な発音で英語を話そうとしているか。
	・スピーチや英作文

・授業中の発言や活動への取り組み

	理 解 の 能 力
	　注意して英語を聞いたり読んだりして，相手の考えや文章の内容を理解できているか｡
	・内容理解の程度

・Q & A やリスニングへの反応

・要約文の作成

	知 識 ・ 理 解
	　日常生活で多く使われる表現を習得しているか。

　英文の内容を十分理解し，知識を広げようとしているか｡
	・スピーチやディスカッション，ペアワークなどへの取り組み

・英作文の内容

・小テスト


1

